PD10　　　　静電紡糸の繊維形状とレオロジー特性

（山形大・理工）○角前洋介、加藤高裕、杉本昌隆、谷口貴志、小山清人

１、緒言

静電紡糸とは、高分子溶液又は高分子溶融体に高電圧を印加することにより、超極細繊維の不織布を作り出す技術である。この静電紡糸は古くから知られているが、しばらくの間あまり研究が行われて来なかった。近年、極細繊維の需要が増えてきているため、この静電紡糸の技術が見直され盛んに研究が行われている。しかし、現在行われている静電紡糸についての研究は、静電紡糸における新規試料への適応についての研究報告がほとんどであり、静電紡糸の基礎的な研究はほとんど見られない。

そこで本研究では、静電紡糸を基礎から見直そうと静電紡糸へのレオロジー特性の影響を調べた。

２、実験
静電紡糸に用いた試料はポリビニルアルコール(PVA)水溶液で、重量平均分子量Mwが15万程度と4万程度の2種類を用いて、それぞれ7wt%から12wt%、15wt%から30wt%の濃度の試料を作成し、それぞれの試料において実験を行った。
また実験は、電圧：25kV、極板間距離：10cm、押し出し量：2.5cc/h、で静電紡糸を行った。その後、走査型電子顕微鏡(SEM)を用いて繊維の構造観察を行った。
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　粘弾性測定は回転型レオメーター(TA Instruments社製ARES)を用いて測定温度30℃にて行った。
３、結果と考察
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　分子量Mwの大きい試料と小さい試料で、ゼロせん断粘度を同程度に調整し、静電紡糸を行った結果をFig.1に示す。この結果からMwが大きい試料の方が、小さい試料よりも繊維が太いことが分かる。
また、それぞれの試料の貯蔵弾性率の測定結果をFig.2に示す。この図から、Mwが大きい試料の方が小さい試料よりも貯蔵弾性率が高いことが分かる。貯蔵弾性率が高い試料では、分子の緩和が遅く、そのために静電紡糸過程での伸張変形が抑制されたために繊維が太くなったと考えられる。
これらのことから、繊維の直径には試料の貯蔵弾性率が影響すると思われる。
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Fig.2. Storage elastic moduli of the two samples
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Fig.1. SEM images of the fiber shape of different molecular weight samples.
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